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　ア　総合的な学習の時間の第１の目標、各学校における教育目標を踏まえ、「各学校の総合的な
学習の時間の目標」を定める。

　イ　「目標を実現するにふさわしい探究課題」及び「探究課題の解決を通して育成を目指す具体
的な資質・能力」を設定する。

　ウ　「目標を実現するにふさわしい探究課題」及び「探究課題の解決を通して育成を目指す具体
的な資質・能力」をよりどころとし、学習活動（単元）を作成する。

第７章　総合的な学習の時間
 
第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　今回の学習指導要領改訂で、目標が新たに示された。

　総合的な学習の時間の指導では、「知識及び技能」が習得されること、「思考力、判断力、表現力
等」を育成すること、「学びに向かう力、人間性等」を涵養することが偏りなく実現されるように
することが大切である。そのために指導計画の作成に当たっては、以下の六つの要素について考え
る必要がある。
⑴　この時間を通してその実現を目指す「目標」。
⑵　「目標を実現するにふさわしい探究課題」及び「探究課題の解決を通して育成を目指す具体的
な資質・能力」からなる「内容」。
⑶　「内容」との関わりにおいて実際に生徒が行う「学習活動」。これは、実際の指導計画におい
ては、生徒にとって意味のある課題の解決や探究的な学習活動のまとまりとしての「単元」、さ
らにそれらを配列し、組織した「年間指導計画」として示される。
⑷　「学習活動」を適切に実施する際に必要とされる「指導方法」。
⑸　「学習の評価」。これには、生徒の学習状況の評価、教師の学習指導の評価、⑴～⑷、⑸の適
切さを吟味する指導計画の評価が含まれる。
⑹　⑴～⑸の計画、実施を適切にするための「指導体制」。
２　指導計画作成の一般的な手順
　各学校では、「全体計画」と「年間指導計画」の二つを作成する必要がある。指導計画を構成す
る上記⑴～⑹の六つの要素については、全体計画と年間指導計画のどちらかにおいては、必ず明示
する必要がある。
⑴　各学校における指導計画作成のための手順

第１　目標
　探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決
し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴　探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念
を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。
⑵　実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，ま
とめ・表現することができるようにする。
⑶　探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に社会
に参画しようとする態度を養う。
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⑵　全体計画の作成について
　　今回の改訂で、総合的な学習の時間の目標は、各学校の教育目標と直接つながるものである趣
旨が示された。各学校の全体計画に盛り込むべきものとしては、次の三つが考えられる。
　ア　必須の要件として記すもの
　　・　各学校における教育目標
　　・　各学校において定める目標
　　・　各学校において定める内容（目標を実現するにふさわしい探究課題、探究課題の解決を通

して育成を目指す具体的な資質・能力）
　イ　基本的な内容や方針等を概括的に示すもの
　　・　学習活動
　　・　指導方法
　　・　指導体制（環境整備、外部との連携を含む）
　　・　学習の評価
　ウ　その他、各学校が全体計画を示す上で必要と考えるもの
　　・　年度の重点、地域の実態、学校の実態、生徒の実態、保護者の願い、地域の願い、教職

員の願い
　　・　各教科等との関連、地域との連携、小学校や高等学校等との連携、近隣中学校との連携

など
　　　※各学校として、この時間の教育活動の基本的な在り方を示すのに必要な内容や方針に絞っ

て、数点を箇条書きにするなど簡潔な記述となるよう工夫する必要がある。
３　指導計画作成に当たって留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた生徒への指導」の視点
　　障害等のある生徒については、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方
法の工夫を計画的、組織的に行うこと。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　　年間や単元などの内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向け、
生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、生徒や学校、地域の実
態等に応じて、生徒が探究的な見方・考え方を働かせ、教科等の枠を超えた横断的・総合的な学
習や生徒の興味・関心等に基づく学習を行うなど教育活動の充実を図ること。
⑶　「教科等横断的」な視点
　　他教科等及び総合的な学習の時間で身に付けた資質・能力を相互に関連付け、学習や生活に
おいて生かし、それらが総合的に働くようにすること。その際、言語能力、情報活用能力など全
ての学習の基盤となる資質・能力を重視すること。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　　学校の教育目標を教育課程に反映し、具現化していくに当たっては、総合的な学習の時間を教
育課程の中核に位置付ける必要があるとともに、各教科等との関わりを意識しながら、教育活動
全体で資質・能力を育成するカリキュラム・マネジメントを行うこと。また、年間指導計画の中
に生徒の学習活動を支援してくれる団体や個人を想定し、学習活動の深まり具合に合わせて、い
つでも連携・協力を求められるよう、日頃から関係づくりをしておくこと。さらに、学校と保護
者とが育成を目指す資質・能力について共有しておくこと。
⑸　「道徳教育の充実」の視点
　　第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳教育の目標に基づき、道徳科などとの関連を考慮しなが
ら、第３章特別の教科道徳の第２に示す内容について、総合的な学習の時間の特質に応じて適切
な指導をすること。
⑹　全体計画及び年間指導計画の作成に当たっては、学校における全教育活動との関連の下に、目
標及び内容、学習活動、指導方法や指導体制、学習の評価の計画を示すこと。その際、小学校
における総合的な学習の時間の取組を踏まえること。
⑺　他教科等の目標及び内容との違いに留意しつつ、第１の目標並びに各学校において定める目標
及び内容を踏まえた適切な学習活動を行うこと。
⑻　各学校における総合的な学習の時間の名称については、各学校で適切に定めること。
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第２　指導計画作成のための資料

１　全体計画例
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２　年間指導計画例
⑴　現代的な諸課題に対応する横断的・総合的な課題から
　　福祉・健康、国際理解を探究課題として計画した事例　　第１学年テーマ「豊かに生きる」　（50時間）
　○　ねらい　高齢者・障害のある人々・外国の人々との関わりから、自分たちが社会でできることを考える。
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⑵　地域や学校の特色に応じた課題から
　　よりよい郷土の創造を探究課題として計画した事例　第３学年テーマ「郷土と私」　（70時間）
　〇　ねらい　第３学年では、他の地域と比較し、郷土のために自分たちができることは何かを考

えさせ、郷土の事業に対し、意欲的に参画する態度を養う。
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⑶　生徒の興味・関心に基づく課題から
　　環境を探究課題として計画した事例　　第１学年テーマ「環境と私」　（50時間）
　〇　ねらい　第１学年では、小学校で学んだ身近な「自然」を活用し、身近な「環境問題」を意

識させ、よりよい解決に向けて行動できる資質を育てる。
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⑷　職業や自己の将来に関する課題から
　　キャリア教育を探究課題として計画した事例　　第２学年テーマ及び単元名「夢に向かって」　（70時間）
　○　ねらい　第２学年では、職業や自己の将来を課題として学習を進める。職場体験や上級学校

訪問から将来の自己の進路実現について考え、主体的に進路選択ができるようにする。
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３　単元計画作成のポイント
⑴　単元計画の基本的な考え方
　　総合的な学習の時間の学習活動については、探究的な学習であることを重要な要件の一つとしてい
ることから、生徒にとって意味のある課題の解決や探究的な学習活動のまとまりとなるように単元を
計画することが大切である。学習活動の展開においては、育成を目指す具体的な資質・能力が育成さ
れるように、生徒が自ら課題を解決する過程を想定して単元の計画を立てることが重要である。
　＜探究的な学習を成立させるための単元計画作成の二つの重要ポイント＞
　ア　生徒による主体的で粘り強い課題の解決や探究的な学習活動を生み出すには、生徒の関心や
疑問を重視し、適切に取り扱うこと。

　イ　課題の解決や探究的な学習活動において、教師が意図した学習を効果的に生み出していくこと。
⑵　単元計画作成の留意事項
　＜生徒の関心や疑問を捉え、単元計画につなげていくための三つの留意点＞
　ア　生徒の関心や疑問は、その全てを本人が意識しているとは限らず、無意識の中に存在してい
る部分も多いととらえること。(解Ｐ93)

　イ　生徒の関心や疑問とは、生徒の内に閉ざされた固定的なものではなく、環境との相互作用の
中で生まれ、変化するものととらえること。(解Ｐ93)

　ウ　生徒にとって切実な関心や疑問であれば何を取り上げてもよいわけではなく、総合的な学習の時
間において価値ある学習に結び付く見込みのあるものを取り上げ、単元を計画すること。(解Ｐ94)

　＜生徒主体の学習活動の中で、資質・能力を育成するための二つの留意点＞
　ア　学習の展開における生徒の意識や活動の向かう方向を的確に予測すること。まず、生徒の立
場で考え、次に複数の教師で予測を行い、意見が異なった点については慎重に検討する。また、
タイプの異なる生徒を想定し、可能な限り具体に即して丁寧に予測すること。(解Ｐ96)

　イ　十分な教材研究をすること。単元に関する知識、生徒の活動を支援できる専門家や関連機関
などを教師が十分に把握しておくこと。また、生徒にとって意味のある問題の解決や探究的な
学習活動のまとまりを基に単元を構成するので、その活動の過程において取り扱う内容は、一
つとは限らない。一つの単元の中で複数の内容が見込まれることも考えられる。したがって、
教材研究においても、できるだけ幅広く、拡散的に思考を巡らせていくこと。( 解Ｐ96)

⑶　単元計画としての学習指導案
　＜１単位時間の指導計画の作成について＞
　　単元の指導計画を基に、他者と協働して問題解決したり、言語により分析しまとめたりするなどの
学習活動を工夫し、自己の考えがもてるようにする。特に、課題設定の場面で見通しやゴールのイ
メージをもつこと、整理・分析場面で考えるための技法を活用すること、振り返りにより変容を自覚
し次に生かすことなど、主体的・対話的で深い学びを実現するために探究のプロセスを一層重視する。
　＜単元の計画を具体的に表現するために学習指導案に位置付ける項目＞
　ア　単元名　
　　　生徒の学習の姿が具体的にイメージでき、学習の高まりや目的が示唆できるような単元名に
することが大切である。

　イ　単元目標
　　　各学校の目標や内容を視野に入れ、中核となる学習活動を基に構成することが考えられる。
　　　なお、目標の標記については、一文で示す場合、箇条書きにする場合などが考えられる。
　ウ　生徒の実態
　　　目標を実現するにふさわしい探究課題、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資
質・能力について、どのような実態であるかを把握しておくことが欠かせない。また、中核と
なる学習活動について、どのような経験をもっているのかも明らかにする必要がある。

　エ　教材について
　　　教材の紹介にとどまらず、生徒がその教材に出会うことによって学ぶ学習事項について分析
し、教材のどこに価値があるのかを具体的に記すことが大切である。

　オ　単元の展開
　　　目標を実現するにふさわしい探究課題、探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資
質・能力、生徒の興味・関心を基に中核となる学習活動を設定する。

　単元の学習を通して、獲得させたい「概念的な知識」、期待する「思考力、判断力、表現力等」
や「学びに向かう力、人間性等」の伸長を明確にし、生徒の興味・関心から始まる学習活動の連続
が、探究的な学習活動となるよう単元を構想しなければならない。
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４　単元計画例
⑴　主体的・対話的で深い学びの実現を図る視点から指導を工夫した例　第３学年（70時間）
　○　単元名　「地球市民としての私たちにできること」
　○　単元目標
　　・　外国人住民が抱える悩みや、地球規模の諸問題を知ることで、世界には多様な文化や価値

観があることや、様々な問題が複雑に絡み合い、私たちの生活とも密接に関係し、解決が困
難な状況もあることを理解する。 （知識及び技能）

　　・　ゲストティーチャーとの交流の中から問題を発見し、課題解決に向けて事実関係や原因を
分析し有効な解決策を考え、それらを分かりやすく提案する。 （思考力、判断力、表現力等）

　　・　外国人住民との交流から、異なる文化の人々の意見や考えを尊重しようとしたり、仲間と
協力しながら自分たちにできる地球規模の諸問題の解決策を考えたりし、これからの自己の
生き方を見つめようとする。 （学びに向かう力、人間性等）

　○　生徒の実態（省略）
　○　教材について
　　　本単元では、主体的な学びとなるように、課題設定において実生活や実社会の問題を取り上
げ、自分事として課題を設定させていく。また、学習活動のゴールが実社会への提案や行動で
あることを事前に示し、学習の道筋を描くことができるようにする。さらに、学習過程の途中
で振り返りの時間を設定し、それまでの学習内容を振り返らせるとともに、それらを踏まえて、
次の学びに向けた課題意識をもたせていく。

　　　対話的な学びについては、教室内での生徒同士の対話にとどまらず、実社会で活躍する人々
との対話や、自らの考えを多面的・多角的に考える自己との対話の時間も設定し、自らの考え
を広げ深めるようにしていく。

　　　また、深い学びを実現するためには、学習過程を探究的にしたり、他者と協働して主体的に
取り組んだりする必要がある。つまり、前述のような主体的な学びや対話的な学びを充実させ
ていくことで、深い学びが実現していく。本単元では、自らの考えを実社会に提案したり、行
動に移したりしていく中で、実社会で活躍する人々と対話を繰り返し、それらを振り返りなが
らよりよい提案や行動を見いだし、深い学びを実現していきたい。

　○　単元の展開
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⑵　探究的な見方・考え方を働かせる視点から指導を工夫した例　第３学年（70時間）
　○　単元名　「日本人のおもいとは？ 日本人として生きるとは？」
　○　単元目標
　　　外国人が日本を感じる観光地である京都を題材に、個人の探究課題を設定し、現地の方との
事前コンタクト及び体験活動を軸に情報収集を行い、京都を総合的・多面的にとらえる。探究
的な学習を通して課題を解決する力、自らが社会の形成に進んで関わろうとする態度を育てる。

　○　生徒の実態（省略）
　○　教材について
　　　探究的な見方・考え方を働かせる視点から、探究的な学習をより一層充実させていくことが
重要である。本単元では、修学旅行と関連付け、現地における体験活動の充実を図ることと、
京都の方に事前質問に対応していただくことで、学習過程に探究のスパイラルを意図的に組み
入れ、その一連の探究の過程の中で各教科等における見方・考え方を活用し、内省的に考えさ
せることを意識して進めていく。外国人が日本を感じる点とは何か、日本人とは何かを考える
中で、自己の生き方や社会への関わり方について考えることにつなげていく。

　○　単元の展開
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